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御嵩町職員の自己啓発等休業に関

する条例の一部を改正する条例の

制定について

御嵩町財産造成基金条例を廃止す

る条例の制定について

御嵩町福祉向上基金条例の一部を

改正する条例の制定について

御嵩町ふるさと農村活性化対策基

金条例を廃止する条例の制定につ

いて

みたけ議会だより（平成２０年５月１５日） －　－2

平成20年第1回定例会

20年度予算案可決
平成20年第1回定例会は平成20年3月5日に開会し、3月21日までの17日間を会期として開催しました。

提出案件は、御嵩町福祉医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の制定をはじめ、平成20年度一般会

計予算・各特別会計予算・水道会計予算及び平成19年度補正予算など議案38件上程され、原案どおり可決され

ました。

会　　計　　名 予　　算　　額 前年度比（％）

一　般　会　計 ６２億００００万円 ６.８ 賛成多数で可決

国民健康保険特別会計 １８億２９００万円 △　６.４ 賛成多数で可決

老人保健特別会計 １億７４００万円 △９０.３ 賛成全員で可決

後期高齢者医療特別会計 ３億１０００万円 新規会計 賛成多数で可決

介護保険特別会計 １１億９３００万円 １.１ 賛成全員で可決

下水道特別会計 １０億８９００万円 ２４.５ 賛成全員で可決

水道事業会計 ８億９８００万円 ２１.７ 賛成多数で可決

合　　計 １１６億９３００万円 △　５.２

平成20年度当初予算のあらまし当初予算

１

２

３

４

自己啓発のために大学等教育施設

で就学する規定の改正

一般会計で管理する基金を廃止・

統合するもの

地域福祉基金を運用しやすい福祉

向上基金に統合するもの

ふるさと農村活性化対策基金をふ

るさとふれあい振興基金に統合す

るもの

賛成全員で可決

賛成全員で可決

賛成全員で可決

賛成全員で可決

条　　例



御嵩町小学校及び中学校の設置に

関する条例の一部を改正する条例

の制定について

御嵩町立公民館の設置及び管理に

関する条例の一部を改正する条例

の制定について

御嵩町Ｂ＆Ｇ海洋センターの設置

及び管理運営に関する条例の一部

を改正する条例の制定について

御嵩町町民運動場設置条例の一部

を改正する条例の制定について

御嵩町夜間照明施設使用料徴収条

例の一部を改正する条例の制定に

ついて

御嵩町福祉医療費助成に関する条

例の一部を改正する条例の制定に

ついて

御嵩町保育所の設置及び管理に関

する条例の一部を改正する条例の

制定について

御嵩町子育て支援センターの設置

及び管理に関する条例の制定につ

いて

御嵩町後期高齢者医療に関する条

例の制定について

御嵩町国民健康保険条例の一部を

改正する条例の制定について

御嵩町介護保険条例の一部を改正

する条例の一部を改正する条例の

制定について

御嵩町小規模開発事業に関する条

例の制定について

御嵩町小規模公園条例の制定につ

いて

御嵩町下水道条例の一部を改正す

る条例の制定について

御嵩町町営住宅管理条例の一部を

改正する条例の制定について

御嵩町上水道事業給水条例の一を

改正する条例の制定について

－　－ みたけ議会だより（平成２０年５月１５日）3

屋内・屋外運動場の使用料・使用

体系の変更によるものです

町立公民館の使用料・使用体系の

変更によるものです

使用料の減免基準と海洋センター

の使用料・使用体系の変更による

ものです

使用料を外税賦課から内税賦課に

改めるものです

使用料を外税賦課から内税賦課に

改めるものです

義務教育就学児の医療費全額助成

と後期高齢者医療制度による重度

心身障害老人特別助成制度が廃止

になります

保育所を保育園に改正するもので

す

子育ての拠点施設「ぽっぽかん」

に伴う条例・規則の整備です

後期高齢者医療制度に伴い御嵩町

の条例の制定です

医療制度改革と国民健康保険法等

の一部改正によるものです

平成20年度についても保険料の

緩和措置の適用をするものです

町の開発指導要綱を条例化しまし

た

向陽通りミニ公園・伏見宿一本松

公園の使用等の条例です

消費税関係の総額表示の改正です

入居者等の生活の安全と平穏の確

保するための改正です

水道料値下げによる料金改定です

５月検針の使用料から適用

賛成全員で可決

賛成全員で可決

賛成全員で可決

賛成全員で可決

賛成全員で可決

賛成全員で可決

賛成全員で可決

賛成全員で可決

賛成多数で可決

賛成全員で可決

賛成全員で可決

賛成全員で可決

賛成全員で可決

賛成全員で可決

賛成全員で可決

賛成多数で可決

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20



公共事業を防災・生活関連に転換し、関係事務所の執行体制等の拡充を求める陳情書

原爆症認定制度の抜本的改正等に関する陳情書

「鳥獣被害防止特措法」関連予算を、鳥獣捕殺ではなく自然林復元と被害防除に使うこと等

を求める意見書提出に関する陳情

深刻な医師不足打開のための法制定を求める陳情

看護師等の人材確保の促進に関する法律の改正を求める陳情

介護職員の人材確保に関する陳情

常任委員会所管事務調査報告書

現金出納検査結果報告（平成19年11月分～平成20年１月分）

混合型血管奇形の難病指定を求める意見書

指定管理者の指定について

可茂消防事務組合規約の一部を改正する規約について

副町長の選任につき同意を求めることについて

御嵩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

原爆症認定制度に関する意見書

地方自治体の安定的財政運営と道路特定財源の確保を求める意見書

みたけ議会だより（平成２０年５月１５日） －　－4

その他の議案

賛成全員で可決

意見書の提出

賛成全員で可決

賛成全員で可決

賛成全員で可決

賛成多数で可決

賛成全員で可決

意見書の提出

賛成多数で可決

意見書の提出

１

２

３

４

５

６

７

諸般の報告（議長報告）

１

２

３

４

５

６

７

8

選挙管理委員の選挙

氏　　　名

鈴　木　正　孝

須　田　　　宏

山　田　幹　夫

中　村　光　雄

安　藤　昭　弘

可　児　 生

野　村　和　司

澁　谷　敦　子

住　　　　　　所

御嵩町中切１４３６番地２

御嵩町御嵩２４６７番地

御嵩町古屋敷７６１番地２

御嵩町伏見５２５番地１０

御嵩町美佐野２７７０番地１の１

御嵩町御嵩２８６３番地６４

御嵩町比衣５０２番地２

御嵩町中２６７８番地

選 挙 管 理 委 員

選挙管理委員補充員

平成20年３月24日付で任期満了となる、選挙管理委員と選挙管理委員補充員の選挙の結果、各四名の委員と

補充員が選ばれました。



平成19年度御嵩町一般会計補正予算（第４号）

平成19年度御嵩町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

平成19年度御嵩町老人保健特別会計補正予算（第４号）

平成19年度御嵩町介護保険特別会計補正予算（第３号）

－　－ みたけ議会だより（平成２０年５月１５日）5

補正予算

１

２

３

４

賛成全員で可決

賛成全員で可決

賛成多数で可決

賛成全員で可決

平成19年度補正予算
会　計　名

一般会計（第４号）

国民健康保険特別

会計（第３号）

老人保健特別会計

（第４号）

介護保険特別会計

（第３号）

補正前予算

５，９７５，０２４

１，８９６，７３９

２，０１４，６８８

１，１９２，６３０

補　正　額

△１１２，０５３

７，６７０

△２８，９１０

△３４，３８０

補正後予算

５，８６２，９７１

１，９０４，４０９

１，９８５，７７８

１，１５８，２５０

（単位：千円）

子育ての拠点施設「ぽっぽかん」



みたけ議会だより（平成２０年５月１５日） －　－6

1 早川　文人　議員 …………７ページ

○住民の交通体制確立について
○地方財政健全化法について

2 木下　四郎　議員 …………８ページ

○合特法について
○国民健康保険会計について

3 安藤　博通　議員 …………９ページ

○農政問題
○名鉄電車存続について
○公共事業の見直しについて
○小中学校の教育について

4 伊崎　公介　議員 …………10ページ

○亜炭鉱害問題のその後
○教育に対する行政の姿勢
○御嵩町ホームページ

5 鈴木　元八　議員 …………11ページ

○被害者保護政策（暴力に関する）

6 岡本　隆子　議員 …………12ページ

○パブリックコメントについて
○学校給食
○子育て支援センター（ぽっぽかん）

7 大沢　まり子　議員………13ページ

○「災害時要援護者」支援対策について

8 亀井　千歳　議員 …………14ページ

○ため池改修について

9 佐谷　時繁　議員 …………15ページ

○教育立国　御嵩をめざして
○職員の人事について

谷口　鈴男　議員 …………16ページ

○名鉄広見線（可児～御嵩）存続に関して

1 安藤　博通　議員 …………９ページ

○環境モデル都市について
○財政状況について

2 岡本　隆子　議員 …………12ページ

○環境都市宣言をしたらどうか

平成20年　第1回定例会 

そこが知りたい そこが知りたい 
一般質問と、施政方針に対する質問は３月10日・12日に行われ、

10名の議員が活発な質問をしました

【一　般　質　問】

10

【町長の施政方針に対する質問】



－　－ みたけ議会だより（平成２０年５月１５日）7一

般

質

問

「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」

の
２
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
購

入
・
運
行
時
期
は

本
年
一
月
に
「
ふ
れ

あ
い
バ
ス
」
に
試
乗
し

た
体
験
か
ら
、
乗
車
さ

れ
る
の
が
高
齢
者
が
多

く
、
低
床
式
バ
ス
導
入

を
提
案
予
定
で
あ
っ
た

が
、
平
成
二
十
年
度
で

２
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
購
入

が
計
上
さ
れ
た
。
こ
の

新
型
バ
ス
の
購
入
並
び

に
運
行
時
期
は
。
ま
た

車
体
カ
ラ
ー
に
つ
い
て

は
。

【
竹
内
　
参
事
】

今
回
、
低
床
で
車
イ

ス
利
用
を
設
け
た
２
ス

テ
ッ
プ
バ
ス
を
購
入
予

定
。購
入
時
期
は
入
札
、

納
品
、
運
輸
局
の
申
請

手
続
き
等
を
含
め
導
入

は
今
年
十
月
を
予
定
。

新
車
の
車
体
カ
ラ
ー
は
、

ま
だ
決
め
て
い
な
い
。

現
「
ふ
れ
あ
い
バ

ス
」
の
運
行
見
直
し
は

現「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」

の
運
行
ル
ー
ト
・
ダ
イ

ヤ
等
の
変
更
に
つ
き
平

成
二
十
年
度
に
実
施
予

定
で
あ
る
が
依
然
と
し

て
週
二
〜
三
回
の
運
行

で
あ
り
利
便
性
が
図
ら

れ
て
い
な
い
が
。

【
竹
内
　
参
事
】

バ
ス
利
用
者
な
ど
多

く
の
意
見
を
参
考
に
今

回
新
た
な
運
行
経
路
及

び
ダ
イ
ヤ
の
改
正
を
行

う
。
改
正
時
期
は
四
月

を
周
知
期
間
と
し
五
月

か
ら
運
行
予
定
。

一
台
の
バ
ス
で
効
率

的
な
運
行
を
す
る
に
は

精
一
杯
。
五
月
か
ら
一

地
域
で
乗
合
タ
ク
シ
ー

導
入
も
検
討
。

「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」

の
運
行
体
制
に
つ
い
て

の
提
案

自
ら
走
行
テ
ス
ト
を

実
施
し
た
結
果
か
ら
提

案
す
る
。（
土
岐
市
駅

〜
新
可
児
駅
）
の
幹
線

直
行
便
の
毎
日
運
行
、

所
要
時
間
約
一
時
間
。

支
線
バ
ス
は
路
線
の
見

直
し
で
時
間
短
縮
を
図

り
毎
日
運
行
。
可
児
市

の
「
さ
つ
き
バ
ス
」

「
Ｙ
Ａ
Ｏ
バ
ス
」
と
の

連
携
を
図
る
。
こ
の
提

案
に
つ
い
て
は
。

【
竹
内
　
参
事
】

提
案
を
す
ぐ
に
実
施

す
る
こ
と
は
困
難
。

長
期
的
に
は
提
案
の

実
現
性
も
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

地
方
財
政
健
全
化

法
に
つ
い
て

総
務
省
が
自
治
体
財

政
健
全
化
法
に
つ
い
て

都
道
府
県
、
市
町
村
に

通
知
。
平
成
二
十
年
度

決
算
か
ら
適
用
と
あ
る
。

御
嵩
町
の
「
実
質
公

債
費
比
率
」
は
平
成
十

七
年
度
か
ら
平
成
二
十

年
度
見
込
み
ま
で
年
々

高
い
比
率
に
あ
る
。

町
長
の
見
解
は
。

【
渡
辺
　
町
長
】

「
実
質
公
債
費
比
率
」

は
平
成
二
十
年
度
見
込

み
一
四
・
六
％
。
地
方

債
発
行
に
県
の
許
可
が

必
要
な
「
起
債
許
可
団

体
」
は
一
八
％
を
超
え

た
場
合
で
あ
る
。

御
嵩
町
の
場
合
も
下

水
道
会
計
を
含
む
も
の

で
、
こ
の
比
率
は
想
定

内
と
考
え
る
。

平
成
二
十
年
度
予

算
に
つ
い
て

平
成
二
十
年
度
予
算

で
義
務
教
育
就
学
児
医

療
費
助
成
、
水
道
料
金

値
下
げ
等
を
実
施
と
あ

る
が
大
幅
な
財
源
確
保

が
困
難
な
現
状
で
は
、

当
面
経
費
削
減
が
必
要

で
は
な
い
か
。「
役
場
職

員
駐
車
場
使
用
料
」
に

つ
い
て
以
前
他
議
員
が

質
問
、
そ
の
後
こ
の
件

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

【
渡
辺
　
町
長
】

町
運
営
は
将
来
性
を

考
え
る
と
優
先
順
位
が

あ
る
。
水
道
料
金
値
下

げ
は
県
下
一
高
い
料
金

の
解
消
と
安
心
し
て
子

育
て
で
き
る
環
境
整
備

を
整
え
る
意
味
か
ら
提

案
し
た
。
経
費
削
減
に

つ
い
て
は
、
今
後
機
構

改
革
を
図
り
努
力
す

る
。「
役
場
職
員
駐
車

場
使
用
料
」
の
件
は
職

員
組
合
と
話
し
合
い
の

結
果
と
な
る
。
今
後
、

職
員
の
自
転
車
通
勤
も

検
討
す
る
。

早川　文人
町民のためのふれあいバス

答 答 問 問 

住
民
の
交
通
体
制
確
立
に
つ
い
て

問 問 答 答 

問 問 答 答 

問 問 答 答 

答 答 

問 問 
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合
特
法
に
つ
い
て

昭
和
五
十
年
に
合
特

法
「
水
道
の
整
備
等
に

伴
う
一
般
廃
棄
物
処
理

業
務
等
の
合
理
化
に
関

す
る
特
別
措
置
法
」
が

施
行
さ
れ
、
全
国
に
先

が
け
、
岐
阜
県
で
は
岐

環
協
「
岐
阜
県
環
境
整

備
事
業
協
同
組
合
」
と

の
間
で
基
本
協
定
の
覚

書
が
締
結
さ
れ
て
す
で

に
十
三
年
経
過
し
て
い

る
。こ

の
協
定
で
は
、
下

水
道
の
普
及
に
伴
う
業

者
の
仕
事
が
減
っ
た
分

は
各
自
治
体
が
代
替
業

務
を
提
供
し
て
補
償
す

る
。
と
い
う
内
容
と
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ

の
覚
書
き
の
期
限
は
十

年
目
に
見
直
す
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
十
年
が
過
ぎ
て
も
問

題
は
先
送
り
さ
れ
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
る
。
随

意
契
約
を
特
定
業
者
に

継
続
す
る
の
は
問
題
で

あ
り
、「
実
績
予
算
化
」

に
も
つ
な
が
り
財
政
に

も
影
響
が
あ
る
の
で
は
。

【
渡
辺
　
町
長
】

○
衛
生
に
係
わ
る
特
殊

業
務
と
い
う
こ
と
も
、

問
題
を
複
雑
に
し
て
い

る
。

○
結
果
と
し
て
十
年
区

切
り
の
、「
永
久
契
約
状

態
」
と
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
。

○
随
意
契
約
が
基
本
と

な
っ
て
い
る
が
、
合
法

で
あ
る
か
は
課
題
。

○
交
渉
は
個
別
業
者
と

自
治
体
が
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
実
態

は
共
同
組
合
主
体
と
な

っ
て
い
る
。

○
下
水
道
整
備
は
町
内

全
域
で
は
な
く
、
当
面

業
務
は
続
く
も
の
と
思

う
。（
下
水
道
整
備
の

普
及
率
は
昨
年
度
末
で

五
六
・
七
％
）（
来
年

度
の
事
業
の
見
込
額
五

千
五
百
万
円
）

○
御
嵩
町
は
代
替
業
務

が
少
な
い
の
で
「
御
嵩

の
森
」
の
管
理
を
委
託

し
て
い
る
。
法
的
な
拘

束
力
は
な
い
が
一
定
期

間
、
町
と
し
て
協
力
を

継
続
す
る
こ
と
に
な
る
。

「
永
久
保
証
」
の
意
味
で

は
な
い
。

○
県
知
事
は
、
法
律
の

主
旨
か
ら
す
れ
ば
「
市

長
村
対
応
」
を
言
う
が

岐
阜
県
が
先
行
し
た
制

度
で
あ
っ
て
こ
れ
を
部

長
通
達
の
形
で
指
導
し

て
き
た
事
へ
の
批
判
も

あ
り
県
も
対
応
策
検
討

中
。
岐
阜
県
廃
棄
物
対

策
協
議
会
と
の
関
わ
り

も
含
め
、
よ
り
よ
い
方

向
を
考
え
た
い
。

国
民
健
康
保
険
会

計
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
よ
る
国
保
会
計
へ

の
影
響
は
。

【
纐
纈
　
参
事
】

○
高
齢
者
医
療
制
度
の

収
納
率
が
課
題
。
広
域

連
が
一
年
間
の
収
納
率

の
推
移
を
見
て
方
向
が

定
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
年
度
の
国
保
税
に

対
す
る
老
人
保
健
へ
の

拠
出
割
合
は
四
％
ほ
ど

高
く
な
っ
て
い
る
全
体

予
算
で
は
今
年
度
は

一
・
二
％
低
く
な
っ
て

い
る
。

七
十
五
歳
以
上
の
国

保
被
保
険
者
千
四
百
八

十
人
が
後
期
高
齢
者
に

移
行
す
る
こ
と
か
ら
国

保
会
計
と
し
て
は
医
療

費
が
抑
え
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。今

後
対
象
者
の
増
加

に
よ
り
医
療
費
が
か
さ

ん
で
く
る
こ
と
か
ら
、

広
域
連
合
が
保
険
者
と

な
っ
て
取
り
組
む
の
で

国
保
会
計
か
ら
見
れ
ば

良
い
方
向
に
な
る
の
で

は
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

収
納
率
と
普
通
調

整
交
付
金
に
つ
い
て

【
纐
纈
　
参
事
】

普
通
調
整
交
付
金
の

算
定
に
お
い
て
保
険
料

収
納
割
合
に
よ
る
調
整
、

つ
ま
り
収
納
率
に
よ
り

減
額
査
定
さ
れ
る
が
、

収
納
率
が
九
三
％
未
満

に
な
る
と
五
％
で
あ
る

が
、
御
嵩
町
の
状
況
を

見
る
と
十
八
年
度
の
収

納
率
は
九
四
・
五
％
な

の
で
減
額
対
象
に
は
な

っ
て
い
な
い
。

木下　四郎

問 問 

答 答 

合
特
法
に
つ
い
て
問
う

答 答 問 問 

答 答 問 問 
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安藤　博通

農
業
問
題
に
つ
い

て
先
般
行
政
視
察
で
訪

れ
た
東
近
江
市
に
お
い

て
は
放
棄
農
地
が
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、

こ
れ
は
行
政
の
強
力
な

指
導
が
あ
る
と
思
う
。

当
町
に
お
い
て
は
行

政
が
指
導
的
役
割
を
発

揮
す
る
考
え
は
あ
る
か
、

先
般
お
願
い
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を

出
来
る
だ
け
早
く
公
表

し
、
今
後
の
対
策
に
役

立
て
て
欲
し
い
。
農
業

政
策
を
単
な
る
農
地
対

策
の
視
点
で
捉
え
る
こ

と
な
く
産
業
振
興
の
視

点
で
捉
え
て
欲
し
い
。

名
鉄
問
題
に
つ
い

て
名
鉄
電
車
存
続
特
別

委
員
会
と
し
て
①
可
児

市
を
始
め
と
し
た
近
隣

市
町
村
と
の
協
調
を
お

願
い
し
た
い
②
御
嵩
駅

前
の
駐
車
場
整
備
を
出

来
る
だ
け
早
く
お
願
い

し
た
い
③
今
後
進
め
よ

う
と
思
っ
て
い
る
地
域

公
共
交
通
活
性
化
法
定

協
議
の
内
容
を
ほ
っ
と

み
た
け
、
鉄
道
シ
ン
ポ

ジ
ュ
ウ
ム
等
を
通
じ
て

町
民
に
情
報
開
示
願
い

た
い
。二

十
年
度
予
算
実

質
公
債
費
比
率
が
一

六
・
八
％
に
な
り
、
二

十
一
年
度
の
税
収
予
測

が
二
十
年
度
比
三
億
五

千
五
百
万
円
の
減
収
が

見
込
ま
れ
る
状
態
で
あ

る
。
総
務
費
が
二
一
％

と
他
市
町
村
と
比
べ
て

ダ
ン
ト
ツ
に
多
い
。
下

水
道
事
業
に
投
下
さ
れ

た
資
金
が
こ
の
十
年
間

で
百
二
十
二
億
三
千
六

百
万
円
（
借
金
七
十
億

円
余
）
で
あ
る
。
整
備

率
四
六
％
。
今
後
下
水

の
み
な
ら
ず
上
水
を
含

め
て
独
立
採
算
は
難
し

い
。
こ
の
ま
ま
行
く
と

町
民
の
払
う
利
息
は
三

十
年
で
百
五
十
億
円
を

超
す
の
で
は
な
い
か
財

政
圧
迫
は
大
丈
夫
か
。

真
に
必
要
な
施
策
を
す

る
た
め
に
事
業
見
直
し

を
さ
れ
た
い
。

小
中
学
校
教
育
に

つ
い
て

世
界
で
活
躍
す
る
人

材
を
育
て
る
教
育
が
要

求
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

歴
史
教
育
が
見
直
さ
れ

る
中
、
当
町
に
於
い
て

も
郷
土
史
を
教
え
る
時

間
を
充
実
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
其
れ
が
自
分

の
ル
ー
ツ
を
知
り
、
郷

土
愛
を
育
む
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
是
非
抒

情
詩
を
教
え
て
欲
し
い
。

御
嵩
町
出
身
の
立
派
な

先
人
た
ち
の
業
績
と
人

と
な
り
を
体
系
化
し
、

出
版
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
東
濃
高
校
に
町
と

し
て
如
何
関
わ
り
あ
っ

て
い
く
の
か
を
考
え
て

お
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

町
長
の
施
政
方
針

に
つ
い
て
問
う

施
政
方
針
の
中
に
環

境
モ
デ
ル
都
市
と
あ
る

が
何
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ

て
い
る
の
か
。
Ｃ
Ｏ
２

削
減
な
ら
ば
そ
の
目
標

値
は
ど
れ
だ
け
か
。
御

嵩
町
に
と
っ
て
期
待
さ

れ
る
効
果
は
何
か
。
ま

た
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

何
処
を
着
地
点
と
し
て

考
え
て
い
る
の
か
。
そ

の
た
め
の
設
備
投
資
は

あ
る
の
か
。
投
下
資
本

は
ど
の
位
を
考
え
て
い

る
の
か
。

次
に
、
厳
し
い
財
政

状
況
に
あ
り
と
あ
る
が

今
回
の
施
政
方
針
演
説

を
聞
く
に
、
金
を
使
う

事
業
に
つ
い
て
は
多
々

言
及
が
あ
る
が
、
厳
し

い
と
言
う
割
に
は
財
源

を
何
処
に
求
め
る
か
と

言
う
点
に
は
全
く
言
及

さ
れ
て
い
な
い
が
如
何

さ
れ
る
か
お
聞
き
し
た

い
。

郷
土
史
に
つ
い
て

は
四
年
生
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
で
教
材
を
考

え
教
え
て
い
ま
す
。
Ｃ

Ｏ
２

削
減
目
標
は
六
％

を
め
ざ
す
。
関
連
事
業

を
す
る
メ
ニ
ュ
ー
が
国

の
ほ
う
で
ま
だ
決
ま
っ

て
な
い
。森
林
の
整
備
、

投
下
費
用
等
に
つ
い
て

は
未
定
。
０
３
年
排
出

Ｃ
Ｏ
２

十
六
万
七
千
四

十
ト
ン
、
吸
収
は
五
十

七
万
六
千
百
三
十
ト
ン
、

森
林
面
積
三
千
三
百
八

十
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
財

源
問
題
は
町
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
し
て

今
年
一
年
は
走
り
ま
わ

る
覚
悟
で
あ
る
。

何
を
売
る
の
か
は
知

ら
な
い
が
。

問 問 問 問 

答 答 

問 問 

問 問 

問 問 

一

般

質

問

施

政

方

針
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亜
炭
鉱
害
の
そ
の

後
の
町
長
の
対
応
は

①
十
二
月
の
県
議
会
で
、

知
事
が
、「
未
然
防
止
に

向
け
て
、
新
し
い
制
度

を
作
り
た
い
」
と
述
べ

て
お
り
、
県
担
当
者
も

「
鉱
害
の
未
然
防
止
に

向
け
て
充
填
等
の
方
法

も
あ
り
、
他
県
も
協
議

し
国
に
働
き
か
け
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
て
い

た
。
私
は
大
い
な
る
チ

ャ
ン
ス
と
感
じ
た
が
、

町
長
は
県
と
ど
の
よ
う

な
協
議
を
持
ち
、
国
へ

の
働
き
か
け
を
し
て
き

た
か
。

②
現
在
、
町
の
亜
炭
鉱

害
対
策
は
鉱
害
復
旧
は

産
業
振
興
課
の
里
山
保

全
係
、
未
然
防
止
の
安

全
対
策
は
総
合
管
理
課

の
地
域
防
災
係
が
担
当

し
て
い
る
が
、
町
長
は

十
二
月
定
例
会
で
部
署

統
合
を
す
る
と
言
わ
れ

た
が
、
ど
の
よ
う
に
統

合
さ
れ
る
の
か
。

③
災
害
時
に
国
や
県
に

対
し
て
す
ば
や
い
報
告

を
す
る
た
め
に
ど
の
よ

う
な
方
策
を
と
る
の
か
。

【
渡
辺
　
町
長
】

①
九
月
の
鉱
害
被
害
に

遭
わ
れ
た
佐
々
木
さ
ん

の
満
足
の
い
く
よ
う
な

復
旧
事
業
を
す
る
こ
と

に
追
わ
れ
て
、
県
と
の

協
議
は
行
っ
て
い
な
い
。

鉱
害
復
旧
だ
け
を
目
的

と
し
た
基
金
の
運
用
だ

け
で
解
決
す
る
問
題
で

は
な
い
と
確
信
し
た
。

今
回
、
基
金
支
出
と

町
費
四
百
万
円
の
支
出

で
危
険
度
調
査
を
行
う

が
、
町
で
支
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
調
査
か

と
疑
問
を
持
つ
。
地
元

選
出
の
国
会
議
員
も
こ

の
問
題
を
国
会
で
取
り

上
げ
て
く
れ
て
い
る
が
、

す
ぐ
に
解
決
で
き
る
問

題
だ
と
は
思
っ
て
い
な

い
。
災
害
が
起
き
た
と

き
の
避
難
所
が
危
険
度

調
査
を
行
え
る
よ
う
に

な
っ
た
だ
け
で
も
進
歩

だ
と
思
う
。
御
嵩
町
独

自
の
方
策
で
、
避
難
所

だ
け
で
も
充
填
で
き
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。

②
今
現
在
は
二
つ
の
係

に
跨
っ
て
い
る
。
危
険

防
災
の
指
定
を
県
が
さ

れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
担

当
課
は
総
務
管
理
課
の

事
務
分
掌
と
す
る
の
が

適
当
で
あ
る
と
思
う
。

③
御
嵩
町
役
場
は
災
害

対
策
本
部
に
な
る
が
、

鉱
害
危
険
箇
所
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
災
害
対

策
本
部
の
設
置
場
所
等

も
含
め
て
今
後
の
課
題

と
し
て
い
き
た
い
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
国
際

学
力
到
達
度
調
査
で
、

日
本
の
教
育
格
差
は
広

が
っ
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
上
位
層
は
変

わ
ら
な
い
が
、
下
位
層

は
大
き
く
拡
大
し
て
い

る
と
い
う
。
日
本
は
教

育
の
機
会
が
均
等
で
あ

っ
た
た
め
に
経
済
成
長

を
遂
げ
た
と
い
え
る
。

わ
が
町
を
教
育
の
町
と

言
わ
れ
る
よ
う
な
町
に

す
る
た
め
に
も
教
育
の

機
会
均
等
化
を
望
む
。

【
丹
羽
　
教
育
長
】

全
体
の
学
力
の
一
層

の
向
上
を
目
標
に
し
て

い
る
。
小
学
校
の
高
学

年
で
は
算
数
の
時
間
に

少
人
数
指
導
を
し
、
二

人
の
教
員
に
よ
る
Ｔ
Ｔ

指
導
を
す
る
な
ど
し

て
、
き
め
細
や
か
な
指

導
を
す
る
よ
う
心
掛
け

て
い
る
。
学
ん
だ
知
識

の
活
用
力
向
上
の
た

め
、
復
習
の
重
要
性
を

感
じ
て
い
る
。
学
校
と

家
庭
、
小
中
間
の
連
携

も
図
っ
て
、
全
体
の
一

層
の
学
力
向
上
に
努
め

て
い
く
。

御
嵩
町
公
式
サ
イ

ト
の
改
善
を
求
め
る

【
竹
内
　
参
事
】

平
成
十
四
年
に
地
域

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
事
業

で
障
害
者
や
視
覚
障
害

者
が
、
音
声
ソ
フ
ト
を

利
用
し
て
も
情
報
が
探

せ
る
よ
う
に
フ
レ
ー
ム

を
排
除
し
ア
ク
セ
ス
す

る
人
に
、
配
慮
し
た
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
し
た
。

そ
の
結
果
、
担
当
者
が

す
ぐ
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド

で
き
る
等
の
改
善
は
で

き
た
が
、
ど
の
ペ
ー
ジ

も
同
じ
レ
イ
ア
ウ
ト
に

な
っ
て
い
る
、
リ
ン
ク

先
か
ら
戻
れ
な
い
な

ど
、
改
善
点
も
あ
る
。

問 問 

答 答 

伊崎　公介

答 答 

答 答 

亜
炭
鉱
害
の
そ
の
後
・
教
育
機
会
の
均
等
化

問 問 

問 問 
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配
偶
者
か
ら
の
暴

力
は
、
犯
罪
と
な
る
行

為
を
も
含
む
重
大
な
人

権
侵
害
で
あ
り
、
こ
れ

ら
を
防
止
す
る
た
め

に
、
県
は
平
成
十
八
年

三
月
す
で
に
岐
阜
県
基

本
計
画
を
策
定
し
て
い

る
が
法
律
の
中
で
市
町

村
も
基
本
計
画
を
策
定

す
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
る
が
、御
嵩
町
で
は
、

ま
だ
策
定
さ
れ
て
い
な

い
。
い
つ
ご
ろ
計
画
の

立
案
そ
し
て
施
行
さ
れ

る
の
か
。

年
度
別
比
較
暴
力
相

談
（
平
成
二
十
年
一
月

官
報
よ
り
）

・
全
国
に
配
偶
者
暴
力

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
平
成
十
九
年
四
月

現
在
全
国
で
百
七
十
七

施
設
あ
り
ま
す
。

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

で
相
談
を
受
け
た
件
数

・
平
成
十
四
年
度

（
三
万
五
千
九
百
四

十
七
件
）

・
平
成
十
八
年
度

（
五
万
八
千
五
百
二

十
八
件
）

一
・
六
二
倍

警
察
で
の
対
応
相
談

・
平
成
十
四
年
度

（
一
万
四
千
百
四
十

件
）

・
平
成
十
八
年
度

（
一
万
八
千
二
百
三

十
六
件
）

一
・
二
八
倍

・
岐
阜
県
内
で
ニ
ー
ト

と
呼
ば
れ
る
若
者
は
、

平
成
十
九
年
調
べ
一
万

二
千
二
百
人
。

こ
れ
を
県
内
四
十
二

市
町
村
で
割
る
と
一
市

町
二
百
九
十
人
程
い
る

事
と
な
る
。

こ
の
資
料
か
ら
も
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
高
齢

化
、
老
齢
化
、
介
護
世

帯
、
家
庭
内
暴
力
等
は

こ
れ
か
ら
も
増
加
が
考

え
ら
れ
る
の
で
、
こ
う

し
た
対
応
を
い
ち
早
く

町
も
考
え
基
本
計
画
を

樹
立
す
べ
き
で
あ
る
。

【
纐
纈
　
参
事
】

議
員
の
ご
指
摘
の
通

り
大
変
難
し
い
問
題
で

あ
る
が
、
現
在
当
町
で

は
地
域
の
ネ
ッ
ト
化
・

幸
せ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

等
、
民
生
委
員
・
児
童

相
談
所
・
中
濃
振
興

局
・
警
察
等
と
連
絡
を

密
に
し
て
、
そ
の
対
応

に
努
力
し
て
い
ま
す
が
、

今
以
上
に
広
報
、
住
民

ネ
ッ
ト
情
報
・
回
覧
・

相
談
所
等
を
幅
広
く
利

用
し
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
二
十
年

度
中
に
は
、
配
偶
者
か

ら
の
暴
力
防
止
の
基
本

計
画
（
御
嵩
町
）
を
作

成
し
今
後
最
良
の
努
力

を
い
た
し
ま
す
の
で
お

願
い
し
ま
す
。

問 問 

答 答 

御
嵩
町
で
は
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
防
止
の

基
本
計
画
の
立
案
計
画
は
あ
る
の
か

鈴木　元八
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パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
制
度
の
見
直
し
を

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
は
町
の
重
要
な
政
策

を
決
め
る
過
程
で
、
町

民
参
加
の
機
会
を
与
え

る
も
の
で
あ
る
。
御
嵩

町
で
は
「
ほ
っ
と
み
た

け
」
の
一
月
号
と
二
月

号
で
町
民
か
ら
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
求

め
て
い
た
。
内
容
は
、

水
道
料
金
の
改
正
や
宅

地
等
の
開
発
事
業
に
関

す
る
条
例
の
制
定
な
ど

計
八
件
で
あ
る
が
そ
れ

ぞ
れ
資
料
も
多
く
、
募

集
期
間
も
最
低
の
一
律

二
十
日
間
で
あ
る
。
そ

の
た
め
意
欲
的
に
意
見

を
述
べ
よ
う
と
思
っ
て

い
る
町
民
に
と
っ
て
は

時
間
不
足
で
あ
る
上
に
、

意
見
を
述
べ
た
く
て
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使

え
な
け
れ
ば
出
来
な
い

の
で
あ
る
。
住
民
側
に

立
っ
た
配
慮
が
足
り
な

い
の
で
は
な
い
か
。
こ

れ
で
住
民
の
意
見
を
聞

い
た
と
行
政
が
判
断
さ

れ
た
ら
と
ん
で
も
な
い

こ
と
で
あ
る
。
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
住
民

に
と
っ
て
も
行
政
に
と

っ
て
も
大
切
な
制
度
で

あ
る
。
行
政
は
住
民
の

目
線
を
見
極
め
る
大
切

な
制
度
の
活
用
と
考
え

て
、
い
か
に
に
し
た
ら

意
見
が
多
く
集
ま
る
か

創
意
工
夫
と
努
力
を
惜

し
ま
な
い
で
い
た
だ
き

た
い
。
町
長
の
お
考
え

は
。

【
渡
辺
　
町
長
】

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
は
貴
重
な
意
見
が
聞

け
る
有
り
難
い
場
で
あ

る
。
問
題
点
は
、
パ
ソ

コ
ン
が
出
来
る
人
し
か

参
加
出
来
な
い
こ
と
で

あ
る
。必
ず
見
直
し
て
、

町
民
の
意
見
が
生
か
さ

れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

に
し
て
い
く
。

学
校
給
食
の
安
全

性
と
地
産
地
消

餃
子
等
の
中
国
産
冷

凍
食
品
が
原
因
と
思
わ

れ
る
健
康
被
害
の
事
例

が
報
告
さ
れ
て
い
る

が
、
当
町
に
置
け
る
中

国
産
の
食
材
の
使
用
状

況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

ま
た
、
地
産
地
消
を

進
め
る
た
め
に
は
、
産

業
振
興
課
と
の
連
携
が

必
要
で
あ
る
と
思
う
が

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
。
ま
た
、
値
上

げ
に
つ
い
て
の
考
え

は
。【

丹
羽
　
教
育
長
】

該
当
す
る
食
材
は
使

っ
て
い
な
い
。
入
札
時

に
産
地
確
認
を
し
て
い

る
し
、
新
年
度
か
ら
は

産
地
と
流
通
経
路
の
明

記
を
義
務
づ
け
る
。
現

在
、
食
材
の
一
〇
％
を

町
内
産
で
ま
か
な
っ
て

い
る
。
品
目
は
椎
茸
、

じ
ゃ
が
い
も
、
大
根
、

大
豆
、
里
芋
、
玉
ネ
ギ
、

白
菜
の
七
品
目
で
あ
る

が
、
今
後
も
農
産
物
や

生
産
者
の
拡
大
を
図
っ

て
い
く
つ
も
り
で
あ

る
。

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ぽ
っ
ぽ
か
ん
」

に
つ
い
て

「
ぽ
っ
ぽ
か
ん
」
を

一
つ
の
例
と
し
て
お
聞

き
す
る
が
、
一
つ
の
施

設
を
造
る
に
あ
た
り
、

ど
の
段
階
で
ど
の
部
署

が
環
境
へ
の
配
慮
の
観

点
や
、
防
災
の
観
点
か

ら
建
物
及
び
内
装
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
る
の

か
。

【
纐
纈
　
参
事
】

関
係
課
等
や
町
内
の

四
人
の
園
長
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
協
議
し
て

き
た
。
施
設
内
を
明
る

く
し
、
木
を
多
く
使
用

し
た
癒
さ
れ
る
施
設
を

め
ざ
し
た
。
ま
た
、
空

調
設
備
は
一
極
集
中
型

で
は
な
く
各
部
屋
対
応

型
と
し
て
い
る
。

町
長
の
施
政
方
針
に
対

す
る
質
問

環
境
都
市
宣
言
を

し
た
ら
ど
う
か

環
境
都
市
宣
言
す
る

事
に
よ
っ
て
、
町
民
・

事
業
者
・
行
政
の
意
欲

を
高
揚
す
る
事
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

【
渡
辺
　
町
長
】

環
境
都
市
に
立
候
補

し
た
と
い
う
こ
と
が
あ

る
意
味
で
宣
言
を
し
た

と
言
え
る
。

岡本　隆子

問 問 

答 答 

答 答 

答 答 答 答 

問 問 

問 問 

問 問 

生
か
さ
れ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
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何
時
お
き
て
も
お
か

し
く
な
い
東
海
・
東
南

海
地
震
や
、
温
暖
化
に

よ
る
異
常
気
象
災
害
な

ど
災
害
発
生
時
に
は
、

自
ら
の
身
を
守
る
こ
と

が
困
難
な
高
齢
者
や
障

害
者
な
ど
、
要
援
護
者

を
適
切
に
避
難
さ
せ
る

体
制
を
整
備
す
る
こ
と

が
、
喫
緊
の
課
題
と
し

て
自
治
体
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
平
成
十
八

年
三
月
に
は
、
政
府
の

中
央
防
災
会
議
に
お
い

て
、「
災
害
時
要
援
護

者
の
避
難
支
援
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
が
示
さ
れ
、

具
体
的
な
避
難
支
援
計

画
の
策
定
な
ど
の
取
り

組
み
を
市
町
村
に
要
請

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
消
防
庁
の

調
べ
に
よ
り
ま
す
と
自

治
体
の
七
四
％
が
情
報

を
把
握
し
て
い
な
い
と

い
う
結
果
が
出
て
い
ま

す
。

御
嵩
町
に
お
い
て

は
、「
避
難
支
援
プ
ラ

ン
」
策
定
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
ま
す
か
。

【
纐
纈
　
参
事
】

現
在
、
健
康
福
祉
課

と
社
会
福
祉
課
と
共
同

で
災
害
時
要
援
護
者
支

援
台
帳
マ
ッ
プ
の
作
成

を
進
め
て
い
ま
す
。
並

行
し
て
「
避
難
支
援
プ

ラ
ン
」
に
つ
い
て
は
、

防
災
担
当
課
や
各
種
団

体
と
協
議
し
策
定
の
時

期
と
し
て
は
、
二
十
年

度
上
半
期
を
目
標
に
取

り
ま
と
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

関
係
機
関
と
定
期

的
な
協
議
の
場
を
設
け

て
い
ま
す
か
。

【
竹
内
　
参
事
】

定
期
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
県
を
含
め
た

中
濃
圏
域
で
、
防
災
・

福
祉
関
係
者
が
集
ま
り

各
市
町
村
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
情
報
交

換
し
て
い
ま
す
。

要
援
護
者
の
リ
ス

ト
の
作
成
に
つ
い
て
の

考
え
は
。【

竹
内
　
参
事
】

要
援
護
者
リ
ス
ト
は

個
人
情
報
の
観
点
か
ら

福
祉
部
門
に
お
い
て
掌

握
し
て
い
た
だ
き
必
要

な
と
き
に
提
供
し
て
も

ら
う
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
。各

自
治
会
の
自
主

防
災
組
織
の
立
ち
上
げ

の
状
況
は
。

ま
た
活
動
事
例
は
。

【
竹
内
　
参
事
】

自
主
防
災
組
織
の
数

は
全
七
十
自
治
会
の
う

ち
五
十
三
自
治
会
が
自

主
防
災
組
織
を
立
ち
上

げ
て
お
り
、
組
織
率
は

七
五
％
で
す
。
こ
の
四

月
に
は
三
自
治
会
が
組

織
化
さ
れ
ま
す
。

あ
る
防
災
会
で
は
各
世

帯
の
名
簿
を
任
意
に
作

成
し
災
害
弱
者
の
把
握

に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
テ
ン
ト

発
電
機
、
備
蓄
食
料
な

ど
の
防
災
備
蓄
品
を
整

備
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。

消
防
署
な
ど
の
指
導

に
よ
り
、
救
命
救
急
法

の
講
習
や
、
消
火
栓
の

操
作
訓
練
、
消
火
器
の

使
用
法
な
ど
の
訓
練
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。

大沢　まり子

答 答 

災
害
時
要
援
護
者
対
策
に
つ
い
て
問
う

防災訓練の風景

答 答 答 答 

問 問 

答 答 

問 問 問 問 

問 問 
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御
嵩
町
に
は
数
多

く
の
農
業
用
た
め
池
が

有
り
ま
す
が
、
今
回
は

顔
戸
地
区
二
カ
所
の
た

め
池
に
つ
い
て
の
質
問

で
す
。

①
一
カ
所
目

み
た
ら
し
溜
池
（
顔

戸
八
幡
神
社
東
側
）
の

斜
樋
（
用
水
路
に
水
を

流
し
た
り
と
め
た
り
す

る
栓
、
工
作
物
）、
本
体

そ
の
も
の
が
木
製
の
た

め
、
長
年
の
老
化
で
斜

樋
本
体
そ
の
も
の
が
腐

食
し
周
囲
よ
り
水
が
漏

れ
、
水
利
組
合
の
方
た

ち
が
、
再
三
修
理
を
さ

れ
て
い
た
が
、
数
年
た

つ
と
ま
た
、
水
漏
れ
す

る
の
で
、
ビ
ニ
ー
ル
シ

ー
ト
で
応
急
処
置
が
し

て
有
り
ま
す
が
、
田
植

え
の
時
期
も
近
づ
い
て

お
り
ま
す
の
で
、
本
格

的
な
工
事
を
し
な
い
と

直
ら
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
工
事
の
め
ど
は
立

っ
て
い
ま
す
か
。

②
二
カ
所
目

登
立
溜
池
（
子
育
て

セ
ン
タ
ー
ぽ
っ
ぽ
か
ん

の
す
ぐ
北
側
）
は
顔
戸

橋
下
流
右
岸
か
ら
ポ
ン

プ
で
汲
み
上
げ
登
立
溜

池
に
貯
め
て
、
農
業
用

水
と
し
て
使
用
し
て
い

ま
す
が
、
池
の
底
の
辺

り
か
ら
水
が
漏
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
み
た
ら

し
溜
池
同
様
、斜
樋
が
、

腐
食
し
不
良
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
放

置
す
れ
ば
堰
堤
が
崩
壊

し
新
し
く
で
き
た
ば
か

り
の
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
ぽ
っ
ぽ
か
ん
、

ま
た
付
近
住
民
に
被
害

が
及
ぶ
と
思
わ
れ
ま
す
。

異
常
気
象
ま
た
地
震

が
い
つ
発
生
す
る
か
わ

か
ら
な
い
今
日
、
水
漏

れ
し
て
い
る
た
め
池
は

地
震
に
は
大
変
弱
い
と

思
わ
れ
る
。
町
民
の
安

心
、
安
全
の
た
め
に
も

早
急
な
対
策
を
、
と
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
負
担
金
に
つ

い
て
は
県
・
町
・
受
益

者
負
担
金
で
改
修
工
事

等
行
う
と
言
う
こ
と
で

す
が
、
兼
業
農
家
か
ら

の
高
額
な
受
益
者
負
担

金
は
、
難
し
い
現
実
が

あ
り
ま
す
が
、
軽
減
出

来
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
あ
い
の
、
谷
、
洞

に
は
大
小
の
た
め
池
が

多
数
あ
り
ま
す
。
豪
雨

の
際
に
調
整
池
と
し
て

の
機
能
も
果
た
し
必
要

な
施
設
で
す
。

【
水
野
　
参
事
】

顔
戸
八
幡
神
社
の
東

と
西
に
あ
り
ま
す
二
つ

の
た
め
池
に
つ
い
て
老

朽
化
が
進
み
改
修
は
出

来
な
い
か
と
の
質
問
で

す
が
、
御
嵩
町
に
は
六

十
五
の
た
め
池
が
あ
り
、

か
な
り
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
た
め
池
が
あ
り

ま
す
が
、
年
々
限
ら
れ

た
予
算
で
少
し
ず
つ
、

県
費
な
ど
で
改
修
工
事

を
し
て
い
ま
す
。

質
問
の
、
み
た
ら
し

溜
池
と
登
立
溜
池
の
改

修
に
対
す
る
要
望
は
昨

年
三
月
に
地
元
か
ら
提

出
い
た
だ
き
、
た
め
池

診
断
を
実
施
し
二
つ
の

た
め
池
と
も
改
修
の
緊

急
度
で
は
、
直
ち
に
改

修
が
必
要
と
い
う
診
断

で
し
た
。

県
営
た
め
池
の
改
修

に
は
、
一
定
の
基
準
が

あ
り
「
管
理
計
画
」
に

載
せ
今
後
、
他
の
た
め

池
と
の
優
先
順
位
を
考

慮
し
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

受
益
者
負
担
金
に
つ

き
ま
し
て
い
て
は
、
御

嵩
町
分
担
金
徴
収
条
例

に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

亀井　千歳

問 問 

答 答 

た
め
池
改
修
に
つ
い
て

改修が待たれるため池
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少
子
化
が
進
み
社

会
的
な
問
題
に
な
っ
て

い
る
中
、
当
町
に
お
い

て
も
例
外
で
は
な
く
、

国
の
教
育
方
針
も
ゆ
と

り
教
育
か
ら
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。日

本
は
先
進
国
の
中

で
も
教
育
関
係
予
算
は

下
位
に
位
置
し
「
教
育

こ
そ
人
間
社
会
存
立
の

基
盤
で
あ
る
」
こ
の
こ

と
を
念
頭
に
以
下
質
問

い
た
し
ま
す
。

①
御
嵩
町
に
お
け
る
教

育
の
基
本
方
針
。

②
昨
年
全
国
規
模
で
実

施
さ
れ
た
学
力
試
験
の

結
果
と
総
括
。

③
基
礎
学
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

特
に
小
学
三
年
ま
で
の

算
数
・
国
語
が
大
切
で

す
。
こ
の
基
礎
が
理
解

で
き
な
い
と
勉
強
嫌
い
、

学
校
嫌
い
に
な
り
ま
す
。

教
育
長
の
方
針
は
。

④
第
四
次
総
合
計
画
の

中
で
も
謳
っ
て
い
ま
す

が
、
小
学
校
・
中
学
校

の
連
携
の
強
化
が
必
要

と
思
い
ま
す
が
。

⑤
各
学
校
の
裁
量
権
で

自
由
に
使
え
る
予
算
の

更
な
る
充
実
を
。

⑥
早
寝
・
早
起
き
・
朝

ご
は
ん
。

こ
の
運
動
を
積
極
的
に

推
し
進
め
て
頂
き
た
い
。

⑦
本
を
読
む
こ
と
が
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
朝
読
書
」
に
つ
い
て

⑧
指
導
主
事
の
導
入
に

つ
い
て
。

⑨
教
育
委
員
会
の
有
り

様
に
つ
い
て
。

⑩
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
の
上
、

テ
レ
ビ
を
見
な
い
日
、

ゲ
ー
ム
を
し
な
い
日
を
。

【
丹
羽
　
教
育
長
】

①
一
人
一
人
に
「
生
き

る
力
」
を
育
む
指
導
。

基
礎
的
な
知
識
・
技
能

を
身
に
つ
け
さ
せ
、
そ

れ
を
基
に
活
用
す
る

力
・
豊
か
な
心
を
磨

く
・
健
康
な
体
力
を
身

に
つ
け
さ
す
こ
と
と
思

っ
て
い
ま
す
。

②
正
答
率
は
ほ
ぼ
全
国

の
平
均
と
同
じ
。
基
礎

的
な
知
識
面
、
そ
れ
を

使
っ
て
の
活
用
力
と
と

も
に
、
更
な
る
向
上
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

③
重
要
と
考
え
ま
す
。

具
体
的
施
行
の
出
来
る

学
習
が
求
め
ら
れ
、
そ

の
た
め
の
指
導
の
あ
り

方
に
つ
い
て
一
層
の
研

究
が
必
要
で
す
。

④
「
学
力
の
向
上
」
の

た
め
と
の
認
識
の
上
推

進
に
努
め
た
い
。

⑤
教
育
委
員
会
や
学
校

に
お
け
る
自
由
裁
量
で

必
要
に
応
じ
て
予
算
計

上
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

必
要
に
応
じ
て
臨
時
補

正
予
算
で
対
応
し
て
い

ま
す
。

⑥
家
庭
と
の
連
携
を
密

に
し
、
積
極
的
に
展
開

し
ま
す
。

⑦
各
学
校
と
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

読
書
を
通
じ
て
読
み
取

り
等
の
力
の
育
成
に
努

め
ま
す
。

⑧
来
年
度
か
ら
町
の
教

育
セ
ン
タ
ー
に
、
県
か

ら
研
修
員
が
配
属
さ
れ

ま
す
が
、
指
導
主
事
の

存
在
が
き
わ
め
て
重
要
。

ぜ
ひ
ご
理
解
を
。

⑨
人
口
流
入
を
図
り
、

元
気
な
町
造
り
の
た
め

に
も
教
育
の
役
割
は
大

き
い
と
思
い
ま
す
。

校
長
会
・
教
頭
会
・
教

務
主
任
会
と
も
連
携
を

図
り
一
層
の
学
校
教

育
・
社
会
教
育
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

⑩
学
校
と
保
護
者
の
連

携
の
一
層
の
強
化
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

職
員
人
事
に
つ
い

て「
人
は
石
垣
　
人
は
城
」

適
材
適
所
の
人
事
が
大

事
だ
と
考
え
ま
す
。

町
長
の
お
考
え
は
。

【
渡
辺
　
町
長
】

少
数
精
鋭
・
適
材
適

所
で
人
材
の
有
効
活
用

を
図
る
所
存
で
す
。

教
育
問
題
に
つ
い
て

一
部
所
信
を
述
べ
ま
す
。

一
年
・
二
年
は
基
礎

学
力
を
つ
け
る
た
め
に

も
三
十
人
学
級
に
す
べ

き
だ
と
考
え
て
い
る
。

学
校
サ
イ
ド
に
裁
量
権

を
与
え
使
い
勝
手
の
い

い
予
算
に
し
た
い
。

問 問 

答 答 

佐谷　時繁

教
育
立
国
御
嵩
を
め
ざ
し
て

答 答 問 問 
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名
鉄
広
見
線
（
新

可
児
〜
御
嵩
間
）
存
続

に
伴
い
、
名
鉄
側
よ
り

鉄
道
の
特
性
で
あ
る
大

量
輸
送
交
通
機
関
と
し

て
の
使
命
を
果
た
し
て

い
な
い
状
況
を
根
拠
に
、

そ
の
有
り
方
に
つ
き
、

昨
年
十
一
月
二
日
、
現

状
で
は
路
線
を
維
持
で

き
な
い
。
町
は
こ
の
路

線
に
つ
き
、ど
う
考
え
、

ど
う
し
て
い
く
の
か
を

本
年
十
二
月
末
ま
で
に

示
し
て
ほ
し
い
旨
通
告

さ
れ
て
い
る
が
、
議
会

で
は
昨
年
十
二
月
定
例

で
始
め
て
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ

と
な
っ
た
。
調
査
し
た

と
こ
ろ
既
に
平
成
十
七

年
十
二
月
に
名
鉄
側
よ

り
「
公
共
交
通
機
関
と

し
て
の
利
用
促
進
を
図

る
と
共
に
、
費
用
削
減

ほ
か
維
持
存
続
に
向
け

て
必
要
な
事
項
を
検
討

し
実
施
す
る
」
た
め
の

協
議
機
関
の
設
定
の
提

案
が
成
さ
れ
、
約
二
年

間
経
過
し
て
い
る
。

通
学
・
通
勤
を
含
め

鉄
道
利
用
者
の
利
便
性

を
図
る
と
同
時
に
、
こ

の
路
線
は
町
の
経
済
、

町
の
将
来
に
と
っ
て
も

最
重
要
な
問
題
だ
け
に

安
易
な
対
応
・
対
策
で

は
解
決
出
来
な
い
。
議

会
と
し
て
は
全
員
で
特

別
委
員
会
を
構
成
し
、

可
児
市
、
八
百
津
町
両

議
会
と
連
携
し
対
応
協

議
を
進
め
る
が
、
町
当

局
の
積
極
的
な
取
り
組

み
の
姿
勢
が
必
要
で
は

な
い
か
。

【
渡
辺
　
町
長
】

名
鉄
側
か
ら
提
出
さ

れ
た
資
料
の
検
証
が
必

要
で
あ
る
。
当
初
の
問

題
意
識
と
し
て
、
活
性

化
だ
け
な
ら
、
予
算
上

の
問
題
だ
け
で
済
む
と

考
え
て
い
た
が
、
存
続

の
問
題
だ
と
す
る
と
話

し
が
違
う
。

ま
た
、
住
民
の
間
に

も
存
続
さ
せ
る
べ
き
だ

と
の
意
見
は
大
多
数
だ

が
、
ど
う
や
っ
て
存
続

さ
せ
る
の
か
の
議
論
が

全
く
出
て
き
て
な
い
し
、

可
児
市
も
ど
ち
ら
か
と

言
え
ば
消
極
的
で
あ
る
。

今
後
、
可
児
市
と
協
議

し
な
が
ら
対
応
し
た

い
。

谷口　鈴男

問 問 

答 答 

名
鉄
存
続
に
つ
い
て

名鉄電車 名鉄御嵩駅
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議案第１号　平成19年度御嵩町下水道特別会計補正予算（第３号）について
公共下水道工事（ゼロ国債事業）平成19年度から平成20年度までの国道21号バイパ
ス関連国庫補助事業
〔賛成全員で可決〕

議案第２号　御嵩町高齢者いきがい活動支援センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について
指定管理者の業務・基本協定の締結・使用の制限などの条例改正
〔賛成全員で可決〕

議案第３号　工事請負契約の一部変更について
御嵩町子育て支援拠点施設建設工事費の増額
１億１，８０８万４，０５０円→１億２，０３３万５，２５０円
グランドの排水整備　〔賛成全員で可決〕

議長報告
○「混合型血管奇形」の難病指定を求める意見書の提出について
採択について民生文教常任委員会にて協議
○道路特定財源制度の堅持と関係諸税の暫定税率の延長に関する意見書の提出について
採択について総務建設産業常任委員会にて協議

町長報告
○専決処分の報告について（工事請負契約の変更）
御嵩町子育て支援拠点施設建設工事費の増額
１億１，５２９万０，０００円→１億１，８０８万４，０５０円
建設地・駐車場（軟弱）の土壌改良等

民生文教常任委員会視察研修レポート
１、視察研修目的 ①資源循環システムについて
２、視察研修日 平成20年１月31日（１日間）
３、視察研修先 ①滋賀県東近江市　　あいとうエコプラザ菜の花館
４、参加委員 委員長　　岡本　隆子　　委　員　　木下　四郎

委　員　　梅原　　勇　　委　員　　亀井　千歳
委　員　　伊崎　公介

愛東町では、以前から瓶・缶などと一緒に資源として回収している廃食油を燃料化する取組を行っ
てきた。その取組みをベースに平成10年から、「菜の花」を栽培し、収穫した種から油を絞り、食用

平成20年 第１回臨時会

上 程 議 案

諸般の報告

平成20年 第１回臨時会
開催日　平成20年２月７日（木）
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油として使用した後、ディーゼル車の燃料に使用し、
排出された二酸化炭素は菜の花の成長により吸収され
るという資源循環型のプロジェクトに取り組んでい
る。菜の花の栽培については営農組合が中心的役割を
担い農業に普及した。この背景には、以前、麦の栽培
を行っていたが、県からの奨励金により菜の花栽培の
所得が多かったことがある。しかし、廃食用油から公
用車を中心に燃料として使用しているが、経費の削減
効果はあまり期待できない。しかし「物を大切にする」
ことを市民に徹底でき、住民自らが軽トラック等で直
接「菜の花館」ストックヤードに「あらゆる資源」を
持ち込むことが印象に残った。燃料化は、ガソリン税の税制面で課題が残る。
「菜の花エコプロジェクト」は、現在44都道府県、150団体が取り組んでいる。御嵩町でも休耕田
が多くあるので、地区ごとに、まずはまとまって、菜の花栽培を考えていったらどうか。

総務建設産業常任委員会研修レポート
１、視察研修目的 ①近鉄伊賀鉄道の取り組みについて
２、視察研修日 平成20年２月１日（１日間）
３、視察研修先 ①三重県伊賀市
４、参加委員 委員長　　鈴木　元八　　副委員長　植松　康祐

委　員　　谷口　鈴男　　委　員　　大沢まり子
委　員　　早川　文人　　委　員　　安藤　博通

名古屋鉄道（株）から、名鉄広見線の利用が減少し、大幅な赤字額が出ている状況では、「この路線
を維持することはできない」旨の申し出があった。「この路線についてどう考え、どうしていくのか
を平成20年末までに示してほしい。」との依頼があった。
御嵩町としても、早急に取り組まなければならない問題である。
同じように、近畿日本鉄道（株）から同社単独で伊賀線を維持することが困難になっている旨の申
し出があった、伊賀市のその後の取り組み状況を研修目的とした。
近畿日本鉄道（株）から同社単独で伊賀線を維持することが困難になっている旨の申し出があった
ことにより、協議会を設立し存続に向けた話し合いが持たれた。
話し合いの中で、伊賀市と近畿日本鉄道（株）が覚書を交換し、新会社運営に対する協力と上下分

離方式による伊賀線の存続となった。
近鉄から伊賀線維持が困難となった旨申し出があった時点、即市長と近鉄社長とのトップ会談を実
現したことが以降の問題解決をスムーズにした要因と思う。この会談で、近鉄社長から「存続ありき」
の言動があったことも大きな収穫であった。
御嵩町の場合、伊賀市同様の支援策ができるかが問題である。支援策の中で国・県の補助金につい
て今から検討する必要がある。
なかでも、本町の場合、合併特例債・広域行政事務組合からの手当は望めない。名鉄の赤字額の詳
細把握と累積赤字額が増大する前に町として決断することも必要である。

研修風景

今回の議会報より、提出議案の審議内容については、審議・内容・結果を読者
の皆さんが見やすいように表組みにしました。今後も可能な限り改善したいと思いますので、ご
意見等お寄せ下さい。 （Ｋ・Ｉ）

編 集 後 記


